
日水コンの大規模災害への取組

近年、大規模災害が全国的に多発しています。日水コンでは、過去の大規模災害での支援経験を踏まえて、訓練か

ら災害復旧までを全面的にサポートします。

北海道胆振東部地震での災害復旧支援（北海道厚真町）2018年9月

北海道胆振東部地震での災害復旧支援について

2018年9月6日に発生した北海道胆振東部地震では、厚真町の下水道職員体制に配慮し、日水コンは早急に現地入りし、以降災害査定受検ま
での災害復旧支援業務に従事しました。
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①被害状況調査

地震によって、下水道管路施設では、たるみ、破損、継手ズレ等の異常が発生しました。
厚真町では、下水道担当職員が少ないこともあり、被災後早い段階（緊急対応段階）から現地入りし、支援自治体とも協同で下水道管路の

被災状況調査を支援するとともに、災害査定図書作成までの支援業務全般に従事しました。

②クラウド型下水道台帳システムの活用

厚真町では、被災前から導入していた当社開発のクラウド型下水道管路台帳システム（Blitz GIS）を活用して、効率的に一次調査を実施し
ました。

～災害時におけるメリット～

⚫ 下水道台帳図の印刷が不要

⚫ 紙より持ち運びがしやすい

⚫ 調査結果を即座に記録できる

⚫ 欲しい情報がすぐ分かる

⚫ 情報共有が容易

～災害支援内容～

⚫ 一次調査の実施

⚫ 二次調査の手配

⚫ 災害査定図書の作成

⚫ その他の提案、アドバイス等
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実践的なBCP訓練の取組事例（神奈川県厚木市）2019年9月1日（防災の日）

実践的なBCP訓練について

日水コンは、過去の大規模災害時の災害支援復旧における多数の経験とそこから得られた教訓を基に、実践的なBCP訓練を支援しています。
ここでは、厚木市で実際に行った訓練を紹介します。

❶ BCP訓練の基本方針

さらに理解を深めていただくため、机上型訓練の実施後に、厚木市役所
周辺のマンホールを使用して、実地訓練を行いました。

❸実地訓練：一次調査の実演

⚫発災後に職員が主体的に対応する一次調査にフォーカスしまし

た。

⚫大規模災害に伴う人手不足を想定し、厚木市下水道関連職員の

全員参加型としました（事務系職員含む全24名）。

⚫日曜日の午前半日（8:30～12:00）で実施しました。

⚫訓練は、机上型訓練（グループワーク）と実地訓練に分けて実

施しました。

時  間 内       容 備   考
8：30  ～  9：00 ①目的、訓練内容などの説明 質疑を含む

9：00  ～  9：45 ②机上型訓練（グループワーク） 全4班
9：45  ～  10：30 ③実地訓練（一次調査の実演） 全2班

10：30  ～  11：10 ④机上型訓練の発表 10分×全4班
11：10  ～  11：40 ⑤災害復旧支援事例の紹介 日水コンより

11：40  ～  12：00 ⑥総括＋アンケート

早期復旧に向けて、下水道管路施設の被災状況を把握するため
には「どのように一次調査を実施すればよいか？」をテーマに、
一次調査計画書を作成しました。

➋机上型訓練：一次調査計画書の作成

⚫厚木市地域防災計画による想定地震動（都心南部直下型地

震）に基づく大規模地震によって被害が想定される路線をあら

かじめ抽出しました。

⚫グループ編成は、全4班（1班6人程度）とし、4分割した想定

被災エリアを各班に割り振りました。

⚫時間的制約を考慮して、あらかじめ、議論の要点を整理した

一次調査計画書雛形を用意しました。また、実際に災害復旧

支援に携わった技術者を各班2名アドバイザーとして配置する

ことで、議論の活性化に配慮しました。

⚫臨場感を感じていただくため、普段から業務を行っている所

内スペースで実施しました。
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被害想定路線図

⚫一次調査の全体の流れをイメージ

できるよう作業内容を記したレジ

メ（A3両面）を活用し、説明を行

いました。

⚫実際の調査方法（資機材の活用方

法）や記録手順を実演することに

より、より理解を深めていただき

ました。

❹訓練を通じて明らかになった課題

⚫一次調査で必要な資機材（ヘルメット・安全靴・カラーコーン・マン

ホール開閉器等）が不足していた。

⚫マンホールの中を見たことがない事務系職員も多くいた。

⚫被災時の停電を想定し、下水道台帳図を紙でもあらかじめ用意してお

くべき。クラウド台帳ならもっと便利！

⚫職員の異動を考えると、継続的な実地訓練が重要！ 等

❺防災訓練の効果

⚫わずかな訓練時間であっても、想像し、シミュレーションすることで、

課題や改善点が明らかになる。

⚫訓練によって、職員1人1人の「自分ごと化」ができる。

⚫外部からの人間（日水コン職員）が参加・運営を行ったことや、座

学・グループワーク・実地訓練を組み合わせたことで、訓練が単調に

ならない。ならない。

訓練から災害支援まで、

我々が全力で

サポートいたします！！

訓練から災害支援まで、

サポートいたします！！
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